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■■  ははじじめめにに  

近年、豪雨や洪水などの異常気象が問題視されており、

インフラの破壊や家屋の倒壊、人的被害などの被害が出

ている。この課題を、新たな防災施設を造るのではなく、既

存の施設を活用し、コストを抑えて解決するために、元々

「洪水調節」を主たる役割の一つに持つ「ダム」に注目した。

「洪水調節」とは、ダムに流入してきた水の一部を貯留し、

下流の洪水被害を軽減するためのダムが行う操作のことで

ある。今現在、洪水調節を行うかどうかの判断基準は、ダ

ムへの瞬間的な流入量に依存している。ある瞬間の流入

量が、ダムごとに決められた値以上になると操作を開始す

るというように判断されている。この方法は、ダム操作開始

時点での流入量のみでダムの操作を判断しているという問

題点がある。  

 そこで、本研究の目的は、「雨量からダムへの流入量の

予測を可能にすること」と「流入量予測を活用した、ダムの

空き容量のよりよい運用方法を検討して、ダムの効果を最

大限引き出し、下流の洪水被害を軽減すること」とする。 

■■  活活動動内内容容  
１．仮説 
 ダムが洪水調節を行うとき、ダムに流入する河川流域の
雨量とダムへの流入量や降雨時間と流入時間の間に一定
の関係性があると仮説を立てた。 
２．方法 水沼ダム上流域の流出解析 

① 2019 年の東日本台風の流入量と累加流域雨量 1）のデ

ータを表やグラフにまとめ、流出解析を行う。 

② ①から得たデータから、水沼ダムに流れてくる水の流

入量を予測し、最適なダムの水量調節方法を考案する。 

３．考察 

 表 1 より、水沼ダムが洪水調節を開始する流入量 50 

m3/s1）を初めて超えた時(図 1 の赤線)までに降っていた累

加流域雨量は、平均 548万m3になっていることがわかる。 

 また図 1 は、水沼ダムが洪水調節を行った 2019 年東日

本台風時の 10分ごとの流入量と流域雨量、流域雨量をは

じめから足した累加流域雨量を示した図である。図 1 より、

経過時間 24 時間から始まる流域雨量の大きなピークの数

時間後に流入量のピークが現れていることがわかる。この

時間差は、雨量観測点と水沼ダム地点まで距離があること

や、ダムに流入する河川流域の広さなども関係していると

考えられる。また、ダム流域の土壌などに降った雨が吸収

されたためだと考えた。そのため、流入量予測を行う場合

は、その洪水までにどれほどの雨が降っているのかなども

考慮する必要があると考える。 

 以上から、最大流入量と総雨量は互いに影響し合ってい

るが、ダムの洪水調節のタイミングを予測するためには、

総雨量だけでなく、瞬間的な降雨の様子がわかるデータ

が必要であることが考えられる。 

 また、今後はダム模型を用いたモデル実験を行いたい。 
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表表 11  洪洪水水調調節節開開始始時時のの流流出出解解析析にに使使用用ししたたデデーータタ  
  

時時間間  流流入入量量（（㎥㎥//ss））  累累加加流流域域雨雨量量（（万万㎥㎥））  

22001199東東日日本本台台風風  1177：：0000  5544..2288  555500  
22002233線線状状降降水水帯帯  1199：：3300  5599..5522  555544  

水水沼沼ダダムムのの最最適適なな洪洪水水調調節節方方法法ににつついいてて  
地地学学  
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